
 

               

 

 

 

 
日本遺産「絶景の宝庫 和歌の浦」を活用したコンテンツ造成事業 

「和歌の浦短歌ワークショップ」 

短歌を募集します！ 

誰かに伝えたい思いを歌にして和歌の聖地に投稿してみませんか？ 

 

 1300年前、万葉歌人 山部赤人が和歌に詠み、その絶景が多くの歌人に称賛され、和歌の神

がまつられた和歌の聖地「和歌の浦」。古くは和歌の文化は、現代の SNS のようなコミュニ

ケーションツールでした。和歌の文化を現代の感性で捉え直し、和歌の浦から発信する試みを

実施します。 

【テーマ（題詠）】「和歌の浦」／「海の思い出」 

【短歌の募集期間】令和５年（2023）12月２日（土）～令和６年（2024）１月９日（火） 

【短歌の投稿方法】X（旧 Twitter）、応募ページ、はがきのいずれか 

・X（旧 Twitter）：「和歌山市観光課」@w_city_kankoと@waka2024_tankaをフォロー。 

短歌を作成し、写真・イラストを添付。（添付なしでも結構です） 

「＃tanka」、「#wakanoura」をつけて投稿ください。 

・応募ページの場合：https://tanka-workshop.telewaka.tvから投稿ください。 

・はがきの場合：投稿する短歌と、住所・氏名・電話番号をご記入の上、郵送ください。 

送付先 〒640-8511 和歌山市七番丁 23番地 和歌山市文化振興課 

■和歌の浦短歌ワークショップ 

【講師】歌人 田中ましろ氏 

（短歌×写真のフリーペーパー『うたらば』発刊 他） 

【日時】令和６年（2024）１月 21日（日）13:00～15:00 

【場所】和歌山市南コミュニティーセンター ５階 多目的ホール 

【定員】会場 40名、オンライン参加（希望者全員） 

※いずれも参加無料（１月９日（火）申込み締切） 

【内容】① 投稿短歌から 50首程度を選定し会場内に展示 

② 講演「短歌の魅力について」 

③ 投稿短歌の講評（10首程度を選定、記念品進呈） 

※オンライン公開 

④ 短歌カードゲーム「５・７・５・７・７」 

担 当 課 文化振興課 

担 当 者 稲垣・冨永 

電    話 ４３５－１１９４ 

内  線 ３０２０ 

資 料 提 供 

令和５年１２月６日 
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